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１ 次のA～C の文章を読んで後の問に答えなさい。

Ａ 縄文時代の人々は呪術によって災いを避け，豊かな収穫を祈っていたもの

と考えられる。自然の豊かな実りを祈るための女性を形どった土偶や男性の生

殖器を表現したと思われる あ などはこの呪術的な風習を表す遺物の例で

ある。縄文時代の中期ごろから，気候が徐々に寒冷化し始め，後期，晩期には

その傾向がさらに進み，動植物食料の獲得が困難になっていったと考えられ

る。それ故，自分の住む領域の資源を守ることが重要な課題となり，集落の構

成員の出自を明確にし，その統制を強化するようになったと考えられる。この

頃から成人式などの通過儀礼として ａ の風習が行われるようになるが，

これはその人の出自を判断する装置であったとも考えられている。

Ｂ 農耕社会の弥生時代には，豊かな収穫を祈願し，収穫を感謝する祭りが行

われた。このような祭りには銅鐸・銅剣・ い ・銅戈などの ｂ が用い

られたと考えられる。これらの ｂ は集落の共同の祭りに用いられるもの

であり，普段は土の中に埋納して祭りの際に取り出して使用していたという考

え方もある。島根県ではこれら ｂ を多数埋納した遺跡が発見されている

が，一つは358本の銅剣と い 16本，銅鐸６個を出土した神庭 う 遺

跡であり，もう一つは神庭 う 遺跡の近くで，銅鐸39個が出土した

c 遺跡である。これらの遺跡の発見はそれまでの ｂ の製作，分布，

使用方法の問題に再考を促すことになった。

第1回 古 代⑴ Ｃ 古墳時代には，大和政権は朝鮮半島南部の鉄資源の獲得のために， ｄ

諸国と密接な関係を持ち，対馬海峡を通じて活発な交流を行っていたとされ

る。玄界灘のただ中には古来の漁民や日本と朝鮮・中国の間を航行往来した

人々が航海の安全を祈って祭祀を行った ｅ がある。ここにある祭祀遺跡

からは５～９世紀の遺物が見つかっており，その貴重さと豊富さから 海の正

倉院」とも呼ばれている。この ｅ には福岡県 え 大社の沖津宮として

現在も海神が祀られている。

問１ A～Cの文章の あ ～ え の中に入る最も適当な語句を記入しな

さい。
あ い

う え

問２ A～Cの文章の a ～ e に入る語句を下の語群の中から選び，

記号で答えなさい。

〔語 群〕

ア. 隠岐島 イ. 妻木晩田 ウ. 高句麗 エ. 布施屋

オ. 青銅製祭器 カ. 剃 髪 キ. 加茂岩倉 ク. 沖ノ島

ケ. 伽 耶 コ. 抜 歯 サ. 施薬院 シ. 石製模造品

ス. 新 羅 セ. 壱岐島 ソ. 悲田院 タ. 去 勢

チ. 金属利器 ツ. 青谷上寺地遺跡
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